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桜
と
八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ 

今
年
も
八
街
市
で
は
爛
漫
の
春
を
迎
え

ま
し
た
。 

こ
の
八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
周
辺
も

桜
や
コ
ブ
シ
な
ど
の
木
々
や
タ
ン
ポ
ポ
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
、
レ
ン
ゲ
な
ど
の
花
々
が
一
斉
に

春
の
訪
れ
を
寿
ぐ
か
の
様
に
咲
き
誇
っ
て
い

ま
す
。 

そ
れ
は
ま
る
で
テ
ニ
ス
や
体
操
な

ど
を
楽
し
む
市
民
を
応
援
し
て
い
る
か
の
如

く
で
す
。 

こ
の
場
所
に
は
千
五
百
年
ほ
ど
前
に
、
や

は
り
春
を
愛
で
て
い
た
人
々
が
住
ん
で
居
ま

し
た
。 

そ
の
中
心
に
は
、
後
に
采
配
塚
、
宮
前
塚

と
呼
ば
れ
る
古
墳
が
築
か
れ
、
人
々
は
こ
の 

 

           

塚
に
葬
ら
れ
た
人
た
ち
を
中
心
に
集
落
を

営
ん
で
居
た
の
で
す
。 

残
念
な
が
ら
こ
の
２
基
の
古
墳
と
そ
れ
に

伴
う
９
つ
の
土
杭
は
平
成
元
年
～
平
成
二

年
に
か
け
て
の
八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
建

設
に
伴
い
、
発
掘
調
査
の
後
、
記
録
保
存
と

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
姿
を
今
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ら
の
遺
構
は
構
内
の

何
処
に
あ
っ
た
か
も
中
々
分
か
り
辛
い
の
で

す
。 で

も
、
こ
こ
に
古
墳
を
築
い
て
い
た
人
々

は
私
た
ち
と
同
じ
様
に
春
を
待
ち
、
春
を

迎
え
、
そ
し
て
往
く
春
を
惜
し
ん
だ
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
う
し
て
今
、
令
和
七
年
の
春
、
千
五
百 

            

年
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
悠
久
の

時
は
流
れ
て
、
八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
こ
の
八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
の
管
理
や
施
設
の
清
掃
活
動
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。 

今
、
会
員
が
清
掃
す
る
竹
箒
の
先
に
は

千
五
百
年
前
と
同
じ
、
春
の
や
わ
ら
か
い

暖
か
な
光
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 
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会員数 
 男 172人 

 女 124人 

合計 296人  

(令和 7年 4月１日現在) 

  

八街市スポーツプラザ中庭の桜 

主
な
掲
載
内
容 

２
頁 

会
長
・
市
長
新
年
度
挨
拶 

 
 
 

中
井
弘
文
会
長 

 
 
 

北
村
新
司
市
長 

３
頁 

６
年
度
下
半
期
行
事
報
告 

４
頁 

女
性
部
会
活
動
報
告 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル 

５
頁 

会
員
の
ペ
ー
ジ 

６
頁 

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

 

令
和
七
年
度 

 

定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

日
時 

 
 

 

令
和
７
年
６
月
20
日
（金
） 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
１
時
30
分
よ
り 

場
所 

 
 

 

八
街
市
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

 

1
階
中 

・ 

小
会
議
室 

 

皆
様
の
御
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

こ
と
ほ 

め 
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新
年
度
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

会
長 中

井 

弘
文 

 

日
頃
か
ら
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
日
常

生
活
に
寄
り
添
い
、
就
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
の
就
業
を
通
じ
て
高
齢
者
が
社
会
参
加

し「
生
き
が
い
」
を
得
て
、
ひ
い
て
は
地
域
社

会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
生
100
年
時
代
と

言
わ
れ
る
中
、
会
員
の
皆
様
が
、
こ
れ
ま
で

の
知
識
や
経
験
・
技
術
を
生
か
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
事
は
、
地
域
社
会
の
大
き
な
期

待
に
応
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
事
業
に
お
い
て
は
、
一
般
企
業

の
65
歳
ま
で
の
定
年
延
長
な
ど
の
継
続
雇

用
制
度
の
義
務
化
や
、
高
齢
者
の
就
業 

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の
影
響
で
、
60
歳
代
の
入

会
者
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
会
員
の
平

均
年
齢
上
昇
に
よ
る
退
会
者
の
増
加
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
環
境
変
化
が
あ
る
中
で
も
令

和
6
年
度
の
前
年
実
績
比
較
は
、
会
員
数

23
名
増
、
派
遣
事
業
も
含
め
た
契
約
金
額

比
106.7
％
と
増
加
傾
向
に
転
じ
て
き
て
い
ま

す
。 今

年
度
も
引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
事
業
を

継
続
的
に
、
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

新
規
会
員
の
加
入
促
進
、
新
規
就
業
先
の

開
拓
な
ど
を
進
め
て
い
く
と
共
に「
安
全
は

す
べ
て
に
優
先
す
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
会

員
の
皆
様
の
安
全
就
業
を
第
一
の
モ
ッ
ト
ー

に
業
務
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
の
施
行
に
よ

り
、
会
員
へ
の
就
業
内
容
の
提
示
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理

念
で
あ
る「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

も
と
、
健
康
維
持
や
安
全
に
十
分
気
を
つ

け
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
長
く
、
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
す
。 

   

ご
あ
い
さ
つ 

八
街
市
長 

北
村 

新
司 

 

公
益
社
団
法
人
八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
市
政
の
推
進
に
あ
た
り
格

別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

雇
用
促
進
と
会
員
相
互
の
交
流
の
着
実
な

推
進
を
図
り
、
会
員
自
ら
の
生
き
が
い
の
充

実
と
健
康
の
増
進
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
併
せ
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
人
口
減
少
・少
子
高
齢
化
が
進
展

し
、
人
生
１００
年
の
時
代
と
言
わ
れ
る
中
、
高

齢
者
の
皆
様
が
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経

験
・
技
術
を
生
か
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
地
域
社
会
の
大
き
な
期
待
に
応
え
る 

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

本
市
で
は「
八
街
市
高
齢
者
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
、
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
る

健
康
づ
く
り
、
地
域
で
支
え
あ
う
福
祉
の
推

進
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
高
齢
者
福
祉
の
充

実
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
街
づ
く
り
に
は
、
会
員
の
皆

様
の
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
技
術
や
経
験
に

も
的
確
に
対
応
し
た
就
業
先
や
新
規
事
業

の
開
拓
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
職
の
開
拓
を
積
極
的
に
行
い
、
本
市
が
進

め
る
街
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
貴
セ
ン
タ
ー
の
取
組
が
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
役
割
の
重
要
性
と
地
域
社
会

の
期
待
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
皆

様
が
、
地
域
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、

就
業
や
地
域
活
動
な
ど
、
幅
広
く
社
会
に

参
加
・貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
貴
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
に
健
康
で
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
、
な
お
一
層
の
御
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
八
街
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

新
年
度
を
迎
え
て 

八街市の花 

ヒマワリ 
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中
央
公
民
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

令
和
６
年
10
月
26
日
（
土
）会
員
及
び
職

員
27
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。 

地
域
貢
献
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
植
木
手
入
れ
、
除
草
、
清
掃
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。 

            
 

  

令
和
6
年
度
産
業
ま
つ
り
（第
47
回
） 

令
和
6
年
11
月
17
日
（
日
） 

八
街
中
学
校
校
庭
に
て
、
役
職
員
17
名

が
参
加
し
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

校
庭
、
表
門
、
裏
門
、
市
役
所
か
ら
の
通
路
、

ブ
ー
ス
前
に
於
い
て
、
チ
ラ
シ
２
千
枚
配
布

と
、
ブ
ー
ス
内
に
て
入
会
相
談
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
、
入
会
相
談
者
7
名
で
、
後
日

１
名
が
入
会
し
ま
し
た
。 

             

交
通
安
全
講
習
会 

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階 

令
和
6
年
11
月
21
日
（木
）参
加
22
名 

佐
倉
警
察
署
交
通
課 

 

山
崎
警
部
補 

佐
倉
交
通
安
全
協
会 

宗
像
事
務
局
長 

協
力 

八
街
市
役
所 

大
野
様
、
並
木
様 

テ
ー
マ
は「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
に

つ
い
て
の
講
義
で
、
内
容
と
し
て 

・
現
在
の
事
故
件
数
確
認 

 

・
自
動
車
の
安
全
確
認 

 

・
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用 

市
役
所
か
ら
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

金
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
会
員
か
ら
は「
内
容
が
具
体
的
で
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
」と
の
事
で
す
。 

     
 

 

救
急
講
習
会 

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階 

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）
参
加

23

名 

佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町
消
防
組
合

八
街
消
防
署
の
櫻
井
様
・青
山
様
・湯
浅
様

3
名
の
講
師
よ
り
心
肺
蘇
生
法
の
手
順
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
、

実
技
講
習
で
は
参
加
者
全
員
が
、
2
班
に

分
か
れ
実
技
を
行
い
ま
し
た
。 

隣
人
同
志
で
対
話
も
あ
り
、
実
技
者
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
事
も
あ
り
、
皆
さ
ん
、

講
習
、
実
技
を
真
剣
に
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

      

救
命
救
急
の
手
順 

 
(

内
容) 

● 

倒
れ
て
い
る
方
を
見
か
け
た
ら
、
発
見

者
は
、
現
場
の
安
全
確
認
し
声
掛
け
を
小

声
か
ら
徐
々
に
大
声
で
意
識
を
確
認
す
る
。 

● 

意
識
、
呼
吸
が
無
い
時
は
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
行
う
。(

胸
骨
圧
迫
は
骨
折
す
る
位

強
く
押
す
こ
と) 

 
 

● 

大
声
で
人
を
集
め
、
119
番
通
報
者
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
持
参
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
る
。 

● 

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
い
た
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
経

験
者
が
い
る
か
確
認
し
て
、
経
験
者
が
い
な

い
時
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
他
の
方
に
お

願
い
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
を
取
り
出
し
電
源

を
入
れ
、
感
知
パ
ッ
ト
を
指
定
場
所
、
二
ヶ

所
に
セ
ッ
ト
す
る
。
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
が
充
電
始

め
る
） 

● 

Ａ
Ｅ
Ｄ
か
ら
の
指
示
で
指
定
ス
イ
ッ
チ
を

押
す
。(

こ
の
時
、
患
者
に
触
れ
て
い
る
人
が

い
な
い
の
を
確
認
し
て
押
す
事
。
意
識
・
呼

吸
回
復
し
な
い
時
は
再
度
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
） 

● 

意
識
回
復
し
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
パ
ッ
ト
は
付

け
た
ま
ま
で
救
急
隊
到
着
を
待
つ
。 

◎
119
番
通
報
か
ら
救
急
車
到
着
ま
で
、

最
速
で
10
分
以
上
か
か
る
の
で
、
こ
の
間
の

行
動
が
生
死
を
分
け
る
事
に
な
り
ま
す
。 

令
和
6
年
度
下
半
期
の
行
事 

入場者に内容等を説明する 

阿部副会長と内山職員 

公民館職員より感謝のお言

葉を頂きました。 
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秋
の
健
康
講
習
会 

参
加
者
15
名 

令
和
6
年
10
月
23
日 

（
水
） 

八
街
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
か
ら
２
名

の
講
師
に
よ
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

小
川
講
師
よ
り
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
30

分
の
講
議
と
青
山
講
師
よ
り
指
導
が
あ
り

リ
ズ
ム
体
操
を
50
分
行
い
ま
し
た
。 

 
 

       

多
く
の
会
員
か
ら
は
、「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
、「
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

  

安
全
適
正
委
員
は
、
会
員
の
皆
様
の

就
業
現
場
に
行
き
、
安
全
で
適
正
な
就

業
推
進
の
た
め
の
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
６
年
10
月
24
日
（木
） 

一
件
目 

個
人
宅 

就
業
２
名 

植
木
剪
定
作
業
、
脚
立
3
種
類
と
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
効
率
的
な
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
安
全
委
員
か
ら
、
蜂
は
樹

木
の
根
元
か
ら
発
生
し
や
す
い
の
で
蜂
刺

さ
れ
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

       

二
件
目 

八
街
市
役
所
庁
舎 

就
業
３
名 

（
午
前
中
２
名
、
午
後
１
名
）で
清
掃
作
業 

ト
イ
レ
の
水
漏
れ
が
改
善
さ
れ
た
と
の
事
、 

ま
た
、「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
市
の
財
産

で
す
、
持
ち
帰
り
は
ご
遠
慮
下
さ
い
」
と
の

貼
紙
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

  

    

令
和
６
年
12
月
18
日
（水
） 

一
件
目 

榎
戸
駅 

就
業
２
名 

清
掃
作
業 

 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
持
去
り
、
家
庭

用
ご
み
の
不
法
投
棄
等
、
駅
利
用
者
の
問

題
あ
る
行
動
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
安
全
委

員
か
ら
、
転
倒･

転
落
の
負
傷
事
故
防
止
に

注
意
し
て
、
安
全
就
業
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

       

二
件
目 

老
人
福
祉
施
設 

就
業
１
名 

清
掃
作
業 

清
掃
範
囲
が
広
く
全
て
清
掃
す
る
為
に
、

効
率
的
に
作
業
を
し
て
い
る
と
の
話
で
、
仕

事
を
キ
ビ
キ
ビ
と
丁
寧
に
行
っ
て
い
た
。  

 

無
事
故
継
続
中
な
の
で
、
引
き
続
き
安

全
就
業
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

      

令
和
７
年
２
月
13
日
（木
） 

一
件
目 

八
街
駅 

就
業
２
名 

清
掃
作
業 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
盗
難
チ
ェ
ッ
ク
を

30
分
間
隔
で
実
施
。
ゴ
ミ
置
き
場
シ
ャ
ッ
タ

ー
の
動
き
が
悪
く
苦
労
し
て
い
る
と
の
事
で
、

安
全
委
員
が
注
油
を
行
い
、
転
倒
・
転
落
の

負
傷
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

        

二
件
目 

市
内
某
民
間
企
業 

就
業
１
名 

事
務
所
、
作
業
場
、
会
議
室
、
ト
イ
レ
等 

清
掃 

週
5
日
間
の
作
業
で
す
。 

安
全
委
員
か
ら
、
一
人
就
業
な
の
で
不
慮

の
事
故
発
生
時
に
対
応
が
遅
れ
な
い
よ
う

会
社
と
の
連
携
を
密
に
し
て
負
傷
事
故
防

止
に
留
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

      

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

 

女
性
部
会
活
動
報
告 
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「
我
が
人
生
の
ひ
と
り
ご
と
」 

―
後
期
高
齢
に
な
っ
て
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤 

信
雄 

歳
の
せ
い
か
、
最
近
、
我
が
人
生
を
振
り

返
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。 

出
身
地
の
北
海
道
で
は
、
道
外
の
地
を

「
内
地
」
と
言
っ
て
い
た
。
青
函
連
絡
船
と
東

北
線
を
乗
り
継
ぎ
一
人
内
地
に
。 

不
安
と
寂
し
さ
の
中
、
ま
さ
に「
上
野
駅
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。 

生
活
の
第
一
歩
は
江
戸
川
区
。
金
魚
の

養
殖
池
が
多
く
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
走
り
、

ボ
ー
リ
ン
グ
が
全
盛
の
頃
。
貧
し
く
も
希
望

に
あ
ふ
れ
る
良
き
時
代
。 

そ
の
後
、
ぼ
ろ
ア
パ
ー
ト
や
寮
を
転
々
と

す
る
中
、
結
婚
し
て
子
供
に
恵
ま
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
に
定
年
を
迎
え
た
と
き
に
は
、
生

活
環
境
は
様
変
わ
り
、
そ
し
て
非
常
に
便

利
な
世
に
な
っ
て
い
た
。 

二
ツ
目
の
職
場
で
は
、
東
日
本
大
震
災

や
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
も
あ
り
、
企
業

の
厳
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
、
卒
業

を
迎
え
た
と
き
に
は
69
歳
だ
っ
た
。 

さ
て「
余
生
は
の
ん
び
り
と
・
・
・
」
を
家
族

に
宣
言
し
た
も
の
の
、
仕
事
一
筋
に
突
っ
走

っ
て
き
た
団
魂
世
代
。
万
歳
す
る
の
も
早
か

っ
た
。 

八
街
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
構
え
て
40
年
に

な
る
と
い
う
の
に
、
地
元
を
よ
く
知
ら
な
い

自
分
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
も
、
都
合
の

い
い
仕
事
な
ど
探
せ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。 

家
内
は
、
既
に
本
格
的
に
始
め
て
い
た
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
や
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
習
い
事
な
ど
で
、

人
の
輪
を
広
げ
、
い
つ
も
活
き
活
き
と
日
々

満
喫
。 

一
方
、
自
分
は
ど
う
す
る
と
悶
々
と
し

て
い
て
い
た
折
に
、「
広
報
や
ち
ま
た
」
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集
を
知
る
。

は
や
い
も
の
で
入
会
し
て
間
も
な
く
８
年
目

に
入
る
。 

現
在
は
、
シ
ル
バ
ー
業
務
を
通
じ
て
八
街

市
民
を
実
感
で
き
満
足
。
お
ま
け
に
ボ
ケ

防
止
や
体
力
維
持
な
ど
の
隠
れ
効
果
も
し

っ
か
り
つ
い
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
相
応
の
実

益
も
あ
り
、
あ
り
が
た
い
職
場
で
あ
る
。  

月
並
み
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
素
晴

ら
し
い
多
く
の
出
会
い
と
家
族
の
踏
ん
張
り

に
支
え
ら
れ
、
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。 

後
期
高
齢
に
突
入
し
た
今
、
あ
え
て
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。 

１ 

失
敗
し
た
自
分
を
許
す 

２ 

住
め
る
家
が
あ
る
だ
け
で
幸
せ 

３ 

普
通
が
一
番
の
喜
び 

自
分
に
甘
～
い
決
め
こ
と
な
が
ら
、
肩
の

力
が
す
～
と
抜
け
、
楽
に
な
る
。 

人
生
１００
歳
と
言
わ
れ
て
い
る
今
日
。
で

も
寝
た
き
り
や
認
知
症
で
は
喜
べ
な
い
。
ご

先
祖
様
や
神
様
に
は
ど
う
ぞ
宜
し
く
の
で

あ
る
。 

近
年
は
科
学
の
進
歩
が
著
し
い
。
宇
宙

旅
行
に
気
軽
に
行
け
る
日
も
そ
う
遠
く
な

い
感
が
あ
る
。
飛
行
機
に
代
わ
る
ロ
ケ
ッ
ト

の
時
代
に
。
そ
れ
ま
で
は
何
と
か
元
気
に
し

て
、
旅
行
者
か
ら
お
土
産
話
で
も
聞
け
れ

ば
と「
バ
カ
を
夢
見
る
」こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。 

「
い
っ
た
い
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
・
・
・
」
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。 

結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
、
日
々

の
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。 

仲
間
と
し
て
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

以
上
、
と
り
と
め
の
な
い
、
“ひ
と
り
ご
と
”

で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
わ
り 

    

安
全
就
業
心
得
10
箇
条 

１
、
作
業
は
安
全
第
一
を
心
掛
け
て
、

急
い
だ
り
慌
て
た
り
し
な
い
こ
と
。 

２
、
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
す
る
こ
と
。 

３
、
服
装
・
履
物
は
、
作
業
に
あ
っ
た

動
き
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。 

４
、
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を

し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。 

５
、
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
充 

分
に
認
識
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。 

６
、
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓

を
心
掛
け
る
こ
と
。 

７
、
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を

正
確
に
行
う
こ
と
。 

８
、
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、

交
通
事
故
に
気
を
付
け
る
こ
と
。 

９
、
健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康

な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。 

10
、
仕
事
の
前
日
は
、
充
分
睡
眠
を
取

る
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
。 

令
和
6
年
２
月
15
日
か
ら
、
３４９
日
間
、

事
故
ゼ
ロ
が
継
続
し
て
い
ま
し
た
が
1
月

15
日
に
傷
害
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。 

「
安
全
就
業
心
得
10
箇
条
」
は
安
全
就

業
を
一
層
高
め
る
と
意
識
し
、
日
常
業
務

の
無
事
故
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

会
員
の
ペ
ー
ジ 
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当
セ
ン
タ
ー
の
年
末 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃 

 

会
員
有
志
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
、

車
庫
、
車
両
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

       
 
 
 
 
 
 

 

   

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
の

方
々
が
会
員
募
集
の
為
、
部
会
ご
と
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
案
内
チ
ラ
シ
を

各
家
庭
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

総
務
部
会 

藤
の
台
・
総
武
台
320
戸 

事
業
部
会 

泉
台
団
地
2
丁
目
361
戸 

広
報
部
会 

み
ど
り
台
団
地
250
戸 

 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会 

 
 
 

文
違
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
300
戸 

八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン 

一
歩
先 

 

 
 
 

見
据
え
る
心
に 

 
 
 
 
 
 
  

事
故
は
な
し 

安
全
基
準 

 
 
 

守
っ
て
つ
な
ぐ 

事
故
防
止 

声
か
け
は 

 
 
 

危
険
な
行
動 

 
 
 
 
 
 
 
  

抑
え
込
む 

会
員
募
集
中 

入
会
説
明
会
開
催
中 

第
１
・
第
３
月
曜
日 

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
会
議
室 

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

貴
方
の
、
そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を 

地
域
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
働
き
な 

が
ら
生
き
が
い
と
仲
間
づ
く
り
を
応
援 

し
て
い
ま
す
。 

八
街
市
内
に
お
住
ま
い
の
方 

 
 

特
に
大
工
、
除
草
、
植
木
の
手
入
れ
、 

施
設
内
清
掃
、
ス
ー
パ
ー
等
で
の
カ
ー
ト 

回
収
作
業
の
出
来
る
方
を
募
集
中
で
す
。 

                          

会
員
の
ペ
ー
ジ
の
原
稿
募
集
中 

趣
味
の
写
真
、
園
芸
、
植
木
等 

俳
句 

川
柳 

短
歌 

郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
や
得
意
料
理 

ペ
ッ
ト
の
紹
介 

 
 
 

郷
土
自
慢
等
々 

職
場
紹
介
・
職
場
便
り 

お
気
軽
に
広
報
部
会
ま
で
お
寄
せ
く 

だ
さ
い
。 

   

あ
と
が
き 

 

八
街
市
に
住
ん
で
人
生
の
半
分
に
な
り

ま
す
。 

 

思
え
ば
、
仕
事
は
都
会
で
し
た
が
住
ま
い

は
、
自
然
豊
か
な
所
だ
っ
た
な
あ
と
、
感
じ

ま
す
。 

今
回
は
、
八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
桜

を
表
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

八
街
市
に
は
他
に
も
八
街
市
中
央
公
園

を
は
じ
め
、
多
数
の
美
し
い
風
景
が
あ
り
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
広
報
誌
作
成
で
も
、
八
街
市

の
こ
ん
な
所
あ
ん
な
所
を
随
時
、
紹
介
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
報
部
員 

森
田 

お
知
ら
せ 

門扉を洗浄す

る中井会長 

配分金支払日 

4月分    5月 30日 （金） 

5月分    6月 30日 （月） 

6月分    7月 31日 （木） 

7月分    8月 29日 （金） 

8月分    9月 30日 （火） 

9月分    10月 31日 （金） 

１0月分    11月 28日 （金） 

刃物研ぎます！ 

月 2 回【毎月第 1・第 3 水曜日】 

午後 1時 30分～午後３時 30分 

申込は事務室までお越し下さい。 

料金  包丁・・・・・350 円 

   鎌・・・・・・400 円 

   刈込鋏・・・・560 円 

  刃こぼれ・・・ 倍額 

 


